
第４学年 国語科学習指導案 

                期  日    平成２３年９月３０日（金）公開授業２ 

                               授業学級    第４学年男子６名女子１２名計１８名 

                授業者     外舘 裕美 

                                授業場所  ４年教室 

１． 単元名 ①読んで考えたことを話し合おう 

「ごんぎつね」（光村図書「はばたき」４年下） 

２．単元について 

 （１）教材について 

 本教材は、学習指導要領の国語科Ｃ読むことの（１）ウに「場面の移り変わり

に注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基

に想像して読むこと」、オの文章を読んで考えたことを発表し合い、一人一人の

感じ方について違いのあることに気づくこと」を中心としている。 

本作品は、いたずらばかりしている主人公のきつね・ごんが母をなくしてひと

りぼっちになってしまった兵十に心を寄せていく物語である。しかし、兵十はご

んのその思いには気づいてくれず、ごんが死ぬ間際にようやく二人は、わかり合

う。場面毎に読んでいくと、ごんの気持ちの変化についてとらえることができる

であろう。次第に自分のことをわかってもらいたいと願うようになるごんの思い、

なかなか相手に伝わらない切なさを叙述から読み取り、人間理解を深めることが

できる教材であるといえる。 

 （２）児童について  

     本学級の児童は発表意欲があるが、自分の考えを話そうとはするが適切に言葉

を使えなかったり本題からはずれたりして、聞き手にしっかり伝わらないことが

多い。また、自分の考えと比べながら聞き、考えを深めることも苦手である。一

方、書くことは嫌がらずに取り組み、学習した漢字を積極的に使おうとしたり自

分の思いを豊かに表現したりできる児童も多い。また、音読も上手になってきて

いる。 

しかし、考えの根拠を明らかにして読みとっていく事は、まだまだ不十分であ

る。一人学びの際に主語やキーワードなどに着目しサイドラインを引いたり、自

分の考えを書き込んだりすることはできるようになってきている。だが、学び合

いの中で、自分の考えの根拠を叙述に立ち返って話すことは不得手である。以前

に学習した「一つの花」では、父親の言動について書かれているところにサイド

ラインを引き、書き込みができた児童は、８割程度であった。けれども、学び合

いの際に根拠を明らかにしながら話すことができた児童は６割ぐらいであった。

場面を関連付けて読み、主題に迫ることができたのは、８割の児童であった。 

 （３）指導について 

     指導の際には、ごんや兵十の言動が書いてある言葉や文を手がかりにしながら、

読み進めていく。そして、言葉から場面の様子を思い描く事ができるよう言葉に

着目させる工夫を行っていきたい。また、場面毎のまとめをしっかりと行い、ご

んと兵十の気持ちの変容をとらえさせることで、作品の主題に迫っていきたい。 



 確かに読みとる力を育てるための手立ては、課題意識を持たせながら、主語や

キーワードに着目させ、サイドラインを引いたり書き込みをさせたりすること。

学び合いが深まるような発問や板書の工夫を行うこと。そして、他の人の考えを

よく聞き、自分の考えを深めることができるよう意見や考えの取り上げ方を工夫

すること。場面読みで明らかになったことをノートに書かせたり、掲示したりし

て場面を比べて読む際に活用することである。 

３．単元の目標 

◎場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の気持ちの変化、情景などについて、叙

述をもとに想像して読むことができる。 

◎文章を読んで考えたことを発表し合い、互いの考えの共通点と相違点を考えながら話

し合うとともに、一人一人の感じ方の違いに気づくことができる。 

○目的に応じて書くとともに、書いたものを発表し合い、書き手の考えの明確さなどに

ついて意見を伝え合うことができる。 

４．評価規準 

 〔国語への関心・意欲・態度〕 

  〇叙述に着目して読み、感じたことや考えたことを進んで話し合おうとしている。 

 〔読む能力〕 

  ○会話や心情表現、行動から人物の性格や気持ちを読み取っている。【（１）ウ】 

○情景を表す文や語句に着目して読んでいる。【（１）ウ】 

○人物の行動や性格、人物と出来事とのかかわりについて読み取り、感想をまとめて

いる。【（１）エ】 

○これまでに読んだ他の本を想起し、比べたり重ねたりして考えたことをまとめ、交

流している。【（１）オ】 

〔書く能力〕 

 ○目的に応じ、条件に沿って文章を書いている【（１）ア】 

○書いたものを発表し合い、自分の考えと友達の考えを比べている。【（１）カ】 

〔言語についての知識・理解・技能〕 

 ○言葉には、考えたことや思ったことを表す働きがあることに気づいている。 

【（１）イ（ア）】 

５．単元の指導構想表・指導計画（全１３時間）・・・別紙 

６．本時の授業 

（１）本時の目標 

    兵十に気づいてもらえたものの、深くわかり合うことができなかった悲しさを読 

   み取ることができる。 

（２）本時の指導について 

  前の場面までのごんの思いをしっかりと押さえた上で、その思いがどうなったか 

という課題設定を行うことで、叙述に目を向けさせ場面の様子をとらえさせていき 

たい。また、書く活動を通して、自分の考えを明らかにさせ、読み取りを確かなも 

のにしていく。 

研究主題に関わって、確かに読み取る力を身に付けさせるために、次のような工 



夫をする。 

ア 一人学び 

［一人学びの仕方を明示］ 

兵十とごんの思いがわかるところにサイドラインを引かせる。そのサイドライン 

のところに、どのような思いか書き込みをさせる。この学習の仕方をわかりやすく 

提示する。 

イ 学び合い 

［学び合いが深まるような板書の工夫］ 

児童の考えをわかりやすく整理し、ごんと兵十の言動から二人の思いがどのよう 

に変化していったのか感情曲線に表し、話し合いを深めていく。 

（３）具体の評価規準 

（４）本時の展開 
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１．前時想起 

２．課題把握 

ごんの思いは兵十にとどいたのだろ

うか。 

 

３．本時の学習場面の音読 

・指名読 

４．場面の読み取り 

＜一人学び＞ 

一人学びの仕方を明示 

（１）ごんと兵十の思いが書いてあると

ころにサイドラインを引き、どんな思い

か書き込みをする 

＜学び合い＞ 

学び合いが深まるような板書の工夫 

（２）ごんと兵十の思いの変化について

話し合う。 

・ごんは、兵十のためにまた、くりを持

ってきた。兵十のことを大切に思ってい

る。 

・兵十は、ごんのことをうなぎをぬすん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・こないだ、うなぎをぬ

すみやがったあのごんぎ

つねめが、またいたずら

をしにきたな。「よう

し。」 

・うちの中を見ると、土

間にくりが固めておいて

あるのが、目につきまし

た。 
 

・ノートを振り返

りながら、前時想

起させる。 

 

 

 

 

・ごんと兵十の言

動に着目させ、サ

イドラインを引か

せ、二人の思いに

ついて考えさせ

る。 

・紙板書の準備 

 

・二人の思いの変

化を板書にわかり

やすく整理する。 

 

観点 十分満足 おおむね満足 
努力を要する 

児童への支援 

【読むこと】 

ごんと兵十の思い

の変化を叙述から

読み取っている。 

ごんと兵十の思いを根拠を

明らかにし読み取り、自分の

考えを発表したり、友達の考

えとの違いを聞き取ったり

し、豊かにまとめている。 

ごんと兵十の思いを

根拠を明らかにして

読み取り、ごんと兵十

の思いの変化や関係

をとらえている。 

ごんと兵十の

言動に着目さ

せる。 



展
開
・
深
め
る 

３
０
分 

だ悪いきつねだと思っていたが、くりや 

松たけを持ってきてくれたことに気づ 

き、うってしまったことをとてもこうか 

いした。 

（３）ごんの思いが兵十に届いたと思う

か、届いていないと思うか立場を明らか

にし、ごんと兵十の思いについて話し合

う。 

・ごんは、自分と同じ一人ぼっちの兵十 

にその思いをわかってほしいと思ってい 

たが、くりや松たけをあげたことには気 

づいてもらえたものの、最後までわかり 

合うことはできなかった。 

・ごんは兵十の言葉にうなずいたのだか 

ら、分かってくれてよかったと思ってい 

る。 

・「おや。」と、兵十は

びっくりして、ごんに目

を落としました。 

・「ごん、おまいだった

のか、いつも、くりをく

れたのは。」 

・ごんはぐったりと目を

つぶったまま、うなずき

ました。 

・兵十は、火なわじゅう

をばたりと取り落としま

した。 

・ぐったりと目を

つぶってうなずい

たごんと、火なわ

じゅうをばたりと

取り落とした兵十

の気持ちを想像さ

せる。 

【読】ごんと兵十

の様子や思いを叙

述から読み取って

いる。 

終
末
・
ま
と
め
る
８
分 

５．まとめ 
 

ごんの思いは、兵十にとどかなか

った。兵十は、くりや松たけを持っ

てきたのはごんだと気づいたが、深

い思いまではわかっていなかった。

兵十にわかってもらいたいと思いな

がら、ごんは死んでしまった。 

 ・板書を参考にし

て、まとめを自分

で書かせる。 

（５） 板書計画  
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1 2 3 4 5 6

目標

学習の見通しを持ち、初
発の感想を書くことがで
きる

全文を概観し、読みの視
点を明らかにすることがで
きる

ひとりぼっちでいたずら
ばかりしているごんにつ
いて読み取ることができ
る

ごんの言動からいたずら
をした気持ちを読み取る
ことができる

後悔しているごんの気
持ちを読み取ることが
できる

つぐないをするごんの気
持ちを読み取ることがで
きる。

課題

心に残ったことについて
感想を書こう

全文を読み、深く読み取り
たいところを考えよう

ごんはどんなきつねなの
か読み取ろう

ごんの首にうなぎがまき
ついてしまったのはどう
してか読み取ろう

どうしてごんは「あん
ないたずらをしなけ
りゃよかった。」と思っ
たのだろう

どうしてごんは何日間も
くりや松たけをとどけた
のだろう

一人
学び

一人学びの仕方を明示
印象に残ったところ、疑
問に思ったところを見つ
け、その根拠も合わせて
感想を書く

押さえたい言葉や文の明
確化
どんなきつねなのか書か
れているところにサイドラ
インを引き、わかることを
書き込む

押さえたい言葉や文の
明確化
ごんの言動が書かれて
いる文にサイドラインを
引き、そこからわかるこ
とを書き込む

押さえたい言葉や文の
明確化
ごんの話していること
をもとにごんの気持ち
を書き込む

押さえたい言葉や文の
明確化
ごんの気持ちが書かれ
ている文にサイドライン
を引き、どのような気持
ちなのか書き込む

学び
合い

学び合いの形態の工夫
感想についてグループで
交流し合う
どのようなことについて読
み取っていきたいのか話
し合う

発問の精選・工夫
「ごんは、どうしてこんな
にいたずらばかりしたの
でしょうか。」と発問し、ご
んの気持ちについて話し
合う

ねらいに迫る意見や考え
の取り上げ方
「外へも出られなくて」
「びくのそばへかけつけ
ました」などに着目させ
ながら、ごんの気持ちに
ついて話し合う

発問の精選・工夫
「ごんは、どんなきつ
ねなのだろう。」と発問
し、いたずらをして後
悔しているごんの気持
ちについて話し合う

発問の精選・工夫
「ごんは、兵十のこと
をどう思い始めている
のでしょう。」と発問
し、ごんの気持ちの変
化について話し合う

まとめ

ごんや兵十の行動や話し
たことに目を付けて読み
取っていく
学習の見通しを持つ

ひとりぼっちの小ぎつね
でしだのいっぱいしげっ
た森の中にあなをほって
すんでいる。いたずらば
かりしている

雨がふり続いき外へも出
られなくてたいくつでしか
たがなかったごんは、兵
十が一生けん命取った
魚をにがすいたずらをし
てしまった

ごんは、自分のせいで
兵十のおっかあが死
んでしまったと思い、
いたずらをしたことを
とてもこうかいしたか
ら

ごんは、自分と同じ一人
ぼっちになってしまった
兵十のため、うなぎのつ
ぐないをしようとしたから

評価
規準

【関】「ごんぎつね」を読
んで自分の感想を書い
ている

【関】物語を読んで考えた
ことを話し合うという学習
の見通しについて考えて
いる

【読】ごんの人となりとそ
の状況について読み取っ
ている

【読】ごんの言動からそ
の心情を読み取っている

【読】ごんの言動から
その心情の変化を読
み取っている

【読】ごんの言動からそ
の心情の変化を読み
取っている

＜単元指導構想表＞



7 ８＜本時＞ 9 10 11・12 13

目標

兵十に自分のことを気
づいてほしいと思い始め
たごんの気持ちを読み
取ることができる

ようやくわかり合えたごん
と兵十の思いを読み取る
ことができる

「ごんぎつね」の主題に
ついて読み取ることがで
きる

「ごんぎつね」の感想を
書
き、伝え合うことができる

新美南吉の他の作品
との共通点をまとめる
ことができる

書いたものを発表し合
い、感想を伝え合うこと
ができる

課題

どうしてごんは、「おれは
引き合わないなあ。」と
言ったのか

ごんの思いは、兵十にと
どいたのだろうか

どんなきつねのお話だっ
たのかまとめよう

「ごんぎつね」の感想を
書
き、交流しよう

「ごんぎつね」と他の
お話とを比べて読もう

友達の発表を聞き、感
想を交流しよう

一人
学び

押さえたい言葉や文の
明確化
話を聞きたがっているご
んの様子がわかる言葉
にサイドラインを引き、
自分の考えを書き込む

一人学びの仕方を明示
兵十とごんの気持ちがか
いてあるところにサイドラ
インを引きその気持ちを
書き込む

一人学びの仕方を明示
ごんの気持ちの変化に
目をつけ、どんなごんに
変わっていったかノート
に書く

一人学びの仕方を明示
兵十とごんの気持ちの
変化や二人の関係、情
景描写に絞り感想を書く

一人学びの仕方を明
示
まとめ方について分
かりやすく提示し、「ご
んぎつね」と比較して
考える

学び
合い

発問の精選・工夫
「どういう気持ちから、ご
んは引き合わないなあ
と言ったのか。」と発問
し、ごんが自分の存在に
気付いてほしいと思い
始めていることに気付か
せる

学び合いが深まるよ
うな板書の工夫
児童の考えを分かりやす
く整理し、二人の思いの
変化について話し合う

発問の精選・工夫
「いたずらばかりしていた
ごんが、どうして兵十に
気付いてほしいと思うよ
うになったのだろう。」と
発問し、兵十に思いを寄
せていったごんについて
話し合う

学び合いの形態の工夫
グループで発表し合い、
自分の感想と比べなが
ら聞き、似ているところや
違うところについて話し
合う

学び合いの形態の工夫
グループで発表し合い、
自分の感想と比べなが
ら聞き、似ているところ
や違うところについて話
し合う

まとめ

ごんの思いは兵十に近
づいていき、自分のこと
を兵十に気づいてほし
いと思っているから

ごんの思いは、兵十にと
どかなかった。兵十はご
んがつぐないをしてくれて
いたことには気づいたが、
自分を深く思っていたこと
までは気づかなかった。

いたずらばかりしている
ごんだったが、自分と同
じ一人ぼっちの兵十に心
をよせていった。死んで
も、その深い思いまで
は、わかってもらえな
かった悲しいきつねの話

友達の感想の良いところ
をそれぞれまとめる

にているところについ
てまとめる

友達の発表に関する感
想を交流し合う

評価
規準

【読】ごんの言動からそ
の心情の変化を読み
取っている

【読】ごんと兵十の気持ち
の変化を読み取っている

【読】ごんの気持ちの変
化について考え、主題を
読み取っている

【書】書いたものを発表し
合い、感想を伝え合って
いる
【読】友達の感想を、自
の感想と比べながら聞
き、違いに気づいている

【読】同じ作者の作品
から選んで読み、「ご
んぎつね」と比べてい
る

【書】書いたものを発表
し合い、感想を伝え合っ
ている
【読】友達の感想を、自
の感想と比べながら聞
き、違いに気づいている


